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回次
第76期

第１四半期
連結累計期間

第77期
第１四半期

連結累計期間
第76期

会計期間
自2021年４月１日
至2021年６月30日

自2022年４月１日
至2022年６月30日

自2021年４月１日
至2022年３月31日

売上高 （百万円） 45,034 57,629 200,646

経常利益 （百万円） 1,605 2,345 7,867

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（百万円） 1,148 1,552 5,374

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 1,140 2,815 6,869

純資産額 （百万円） 54,612 60,986 59,645

総資産額 （百万円） 102,422 120,568 115,332

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 28.04 37.91 131.25

自己資本比率 （％） 53.3 50.6 51.7

営業活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） 1,963 △1,541 4,236

投資活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） △149 △230 △599

財務活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） △1,044 △1,288 △1,710

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（百万円） 28,728 28,413 30,753

第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たに発生したリスク及び前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業

等のリスク」について変更した重要な事項はありません。

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

(1）経営成績等の状況

①　財政状態及び経営成績の状況

当連結会計年度の財政状態及び経営成績は以下のとおりであります。

a.　財政状態

　総資産は、「受取手形及び売掛金」が増加したこと等により、前連結会計年度末比4.5％増の1,205億68百万円

となりました。

　負債は、「支払手形及び買掛金」が増加したこと等により、前連結会計年度末比7.0％増の595億81百万円とな

りました。

　純資産は、「為替換算調整勘定」が増加したこと等により、前連結会計年度末比2.2％増の609億86百万円とな

りました。なお、自己資本比率は、50.6％となりました。

b.　経営成績

　当第１四半期連結累計期間のわが国経済は、急激な円安進行等の影響を受けつつも、新型コロナウイルス感染

症による厳しい状況が緩和され、個人消費や雇用に持ち直しの動きが見られました。一方、ウクライナ情勢の長

期化や、世界的なインフレ圧力の更なる上昇等、世界経済の先行きは不透明な状況で推移しました。

　エレクトロニクス業界におきましては、一部で半導体等の供給不足や中国のゼロコロナ政策による生産活動の

停滞の影響を受け、電子部品の生産はやや鈍化したものの、自動車における電装化の進展や、５Ｇ関連及び産業

機器等、様々な分野での需要に支えられ、市場規模の拡大が継続しております。

　このような状況の中、当社グループは、自動車向け各種関連部材に注力した販売活動に努めました。

　この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は、前年同期比28.0％増の576億29百万円となりました。

　営業利益は、売上高の増加に伴い売上総利益が増加したことから、前年同期比67.0％増の27億81百万円となり

ました。

　経常利益は、営業利益が増加したことから、前年同期比46.1％増の23億45百万円となりました。

　親会社株主に帰属する四半期純利益は、経常利益が増加したことから、前年同期比35.2％増の15億52百万円と

なりました。

　セグメント別の概況

　当社グループの報告セグメントを基にした、当第１四半期連結累計期間における地域別販売状況の概要は、以

下のとおりであります。

（日本）

　売上高は、自動車向け各種関連部材の販売が増加したことから、前年同期比29.1％増の312億７百万円となりま

した。営業利益は、前年同期比63.3％増の14億52百万円となりました。

（中国）

　売上高は、ディスプレイ向け各種関連部材の販売が増加したことから、前年同期比18.5％増の135億21百万円と

なりました。営業利益は、前年同期比75.0％増の６億87百万円となりました。

（その他アジア）

　売上高は、電子部品向け各種関連部材の販売が増加したことから、前年同期比23.7％増の92億80百万円となり

ました。営業利益は、前年同期比22.5％増の４億３百万円となりました。

（欧米）

　売上高は、自動車向け各種関連部材の販売が増加したことから、前年同期比86.2％増の36億19百万円となりま

した。営業利益は、前年同期比280.6％増の79百万円となりました。
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②　キャッシュ・フローの状況

　当第１四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物は、前連結会計年度末より23億39百万円減少し、284億13百

万円となりました。

　営業活動によるキャッシュ・フローは、15億41百万円の支出（前年同期は19億63百万円の収入）となりまし

た。主な要因としましては、税金等調整前四半期純利益が23億45百万円、売上債権の増加による資金流出が16億

66百万円、棚卸資産の増加による資金流出が26億93百万円、仕入債務の増加による資金獲得が６億57百万円、法

人税等の支払による資金流出が11億19百万円であります。

　投資活動によるキャッシュ・フローは、２億30百万円の支出（前年同期は１億49百万円の支出）となりまし

た。主な要因としましては、有形固定資産の取得による資金流出が２億31百万円であります。

　財務活動によるキャッシュ・フローは、12億88百万円の支出（前年同期は10億44百万円の支出）となりまし

た。主な要因としましては、配当金の支払による資金流出が14億37百万円であります。

（2）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループの優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題については

重要な変更はありません。

（3）会社の支配に関する基本方針

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループの会社の支配に関する基本方針については重要な変更はあ

りません。

（4）研究開発活動

　当社グループは、得意先、仕入先と共同で商品開発に取り組んでおりますが、技術開発の主体は相手方にある

ため、特記すべき事項はありません。

３【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。
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種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 168,000,000

計 168,000,000

第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

(1)【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類
第１四半期会計期間末

現在発行数（株）
（2022年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（2022年７月27日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 42,304,946 42,304,946
東京証券取引所

プライム市場

単元株式数

100株

計 42,304,946 42,304,946 － －

②【発行済株式】

(2)【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

(3)【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額

（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

　2022年４月１日～

　2022年６月30日
－ 42,304,946 － 2,142 － 2,017

(4)【発行済株式総数、資本金等の推移】

(5)【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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2022年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 1,358,700 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 40,933,500 409,335 －

単元未満株式 普通株式 12,746 － －

発行済株式総数 42,304,946 － －

総株主の議決権 － 409,335 －

(6)【議決権の状況】

①【発行済株式】

2022年６月30日現在

所有者の氏名又は名
称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

エレマテック株式会社
東京都港区三田三丁目

５番27号
1,358,700 － 1,358,700 3.21

計 － 1,358,700 － 1,358,700 3.21

②【自己株式等】

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号。以下、「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第２項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しており

ます。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（2022年４月１日から2022

年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2022年４月１日から2022年６月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表について、ＰｗＣあらた有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 30,753 28,413

受取手形及び売掛金 61,224 64,806

棚卸資産 ※ 15,767 ※ 19,338

その他 1,267 1,434

貸倒引当金 △16 △1

流動資産合計 108,996 113,991

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 2,212 2,252

減価償却累計額 △1,592 △1,629

建物及び構築物（純額） 620 623

土地 1,110 1,110

その他 4,178 4,624

減価償却累計額 △2,633 △2,929

その他（純額） 1,545 1,694

有形固定資産合計 3,276 3,428

無形固定資産

ソフトウエア 320 304

販売権 2 1

その他 0 0

無形固定資産合計 323 306

投資その他の資産

投資有価証券 555 527

繰延税金資産 1,061 1,189

投資不動産 312 310

破産更生債権等 3,341 3,534

退職給付に係る資産 322 316

その他 501 516

貸倒引当金 △3,359 △3,552

投資その他の資産合計 2,736 2,842

固定資産合計 6,336 6,576

資産合計 115,332 120,568

１【四半期連結財務諸表】

(1)【四半期連結貸借対照表】
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 47,910 50,765

短期借入金 403 697

未払法人税等 1,366 971

賞与引当金 406 514

役員賞与引当金 - 9

その他 4,022 4,899

流動負債合計 54,109 57,857

固定負債

繰延税金負債 1,210 1,358

退職給付に係る負債 120 126

その他 248 238

固定負債合計 1,578 1,723

負債合計 55,687 59,581

純資産の部

株主資本

資本金 2,142 2,142

資本剰余金 3,335 3,335

利益剰余金 52,296 52,374

自己株式 △694 △694

株主資本合計 57,079 57,157

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 189 168

繰延ヘッジ損益 - △0

為替換算調整勘定 2,174 3,469

退職給付に係る調整累計額 200 191

その他の包括利益累計額合計 2,565 3,828

純資産合計 59,645 60,986

負債純資産合計 115,332 120,568
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年６月30日)

売上高 45,034 57,629

売上原価 40,139 51,263

売上総利益 4,894 6,365

販売費及び一般管理費

給料及び手当 1,134 1,224

役員報酬 40 30

運賃及び荷造費 610 677

法定福利費 224 245

旅費及び交通費 61 105

減価償却費 118 131

賞与引当金繰入額 340 370

役員賞与引当金繰入額 9 9

退職給付費用 48 47

貸倒引当金繰入額 △1 △17

その他 642 757

販売費及び一般管理費合計 3,229 3,583

営業利益 1,665 2,781

営業外収益

受取利息 5 6

賃貸収入 24 21

その他 12 6

営業外収益合計 42 33

営業外費用

支払利息 6 9

賃貸費用 20 5

為替差損 73 454

その他 2 1

営業外費用合計 102 470

経常利益 1,605 2,345

税金等調整前四半期純利益 1,605 2,345

法人税等 457 793

四半期純利益 1,148 1,552

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,148 1,552

(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年６月30日)

四半期純利益 1,148 1,552

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △13 △21

繰延ヘッジ損益 - △0

為替換算調整勘定 14 1,294

退職給付に係る調整額 △8 △9

その他の包括利益合計 △7 1,263

四半期包括利益 1,140 2,815

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,140 2,815

【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,605 2,345

減価償却費 201 270

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1 △17

売上債権の増減額（△は増加） 1,670 △1,666

破産更生債権等の増減額（△は増加） △5 1

棚卸資産の増減額（△は増加） △1,449 △2,693

仕入債務の増減額（△は減少） 701 657

その他 △109 680

小計 2,612 △421

利息及び配当金の受取額 8 8

利息の支払額 △6 △9

法人税等の支払額 △650 △1,119

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,963 △1,541

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △148 △231

無形固定資産の取得による支出 △23 △10

投資不動産の賃貸による収入 20 21

その他 2 △9

投資活動によるキャッシュ・フロー △149 △230

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △68 233

リース債務の返済による支出 △59 △84

配当金の支払額 △917 △1,437

その他 △0 -

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,044 △1,288

現金及び現金同等物に係る換算差額 81 721

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 850 △2,339

現金及び現金同等物の期首残高 27,877 30,753

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 28,728 ※ 28,413

(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
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【注記事項】

(会計方針の変更)

（ASC第842号「リース」）

　当社グループの米国会計基準適用子会社は、当第１四半期連結会計期間の期首より、ASC第842号「リース」を

適用しております。これにより、借手のリース取引については、原則すべてのリースを貸借対照表に資産及び負

債として計上しております。

　当該会計基準の適用にあたっては、経過措置として認められている本基準の適用による累積的影響額を適用開

始日に認識する方法を採用しております。

　本基準の適用に伴い、当第１四半期連結会計期間の期首において、有形固定資産の「その他（純額）」に含ま

れる使用権資産が25百万円、流動負債の「その他」に含まれるリース債務が17百万円、固定負債の「その他」に

含まれるリース債務が７百万円それぞれ増加しております。

　なお、この変更に伴う当第１四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。但

し、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を

使用する方法によっております。

(追加情報)

　当第１四半期連結累計期間において、前事業年度の有価証券報告書に記載した新型コロナウイルス感染症の今

後の広がり方や収束時期等を含む仮定に重要な変更はありません。
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前連結会計年度
（2022年３月31日）

当第１四半期連結会計期間
（2022年６月30日）

商品及び製品 15,258百万円 18,775百万円

原材料 509 562

(四半期連結貸借対照表関係)

※　棚卸資産の内訳科目及び金額は、次のとおりであります。

前第１四半期連結累計期間
（自　2021年４月１日

至　2021年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日

至　2022年６月30日）

現金及び預金勘定 28,728百万円 28,413百万円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 － －

現金及び現金同等物 28,728 28,413

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のとおり

であります。

（決議） 株式の種類
配当金の

総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年５月21日

取締役会
普通株式 941 23 2021年３月31日 2021年６月23日 利益剰余金

（決議） 株式の種類
配当金の

総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年５月23日

取締役会
普通株式 1,474 36 2022年３月31日 2022年６月22日 利益剰余金

(株主資本等関係)

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年６月30日）

　配当金支払額

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年６月30日）

　配当金支払額
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(単位：百万円）

報告セグメント
調整額

（注１）

四半期連結
損益計算書

計上額日本 中国
その他
アジア

欧米 計

売上高

（1）外部顧客に対する
売上高

24,172 11,413 7,503 1,944 45,034 － 45,034

（2）セグメント間の内部
売上高又は振替高

11,822 2,463 1,971 563 16,820 (16,820) －

計 35,995 13,876 9,475 2,507 61,855 (16,820) 45,034

セグメント利益 889 392 329 20 1,632 32 1,665

(単位：百万円）

報告セグメント
調整額

（注１）

四半期連結
損益計算書

計上額日本 中国
その他
アジア

欧米 計

売上高

（1）外部顧客に対する
売上高

31,207 13,521 9,280 3,619 57,629 － 57,629

（2）セグメント間の内部
売上高又は振替高

14,689 3,411 2,323 756 21,181 (21,181) －

計 45,897 16,932 11,603 4,375 78,810 (21,181) 57,629

セグメント利益 1,452 687 403 79 2,622 158 2,781

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自 2021年４月１日　至 2021年６月30日）

　報告セグメントごとの売上高及び利益または損失の金額に関する情報

（注）１．セグメント利益（営業利益）の調整額は、セグメント間の消去額を記載しております。

２．日本以外の各セグメントに属する国または地域は、次のとおりであります。

（１）中国……………中国（香港を含む）

（２）その他アジア…韓国、インド、東南アジア等

（３）欧米……………米国、メキシコ、チェコ

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自 2022年４月１日　至 2022年６月30日）

　報告セグメントごとの売上高及び利益または損失の金額に関する情報

（注）１．セグメント利益（営業利益）の調整額は、セグメント間の消去額を記載しております。

２．日本以外の各セグメントに属する国または地域は、次のとおりであります。

（１）中国……………中国（香港を含む）

（２）その他アジア…韓国、インド、東南アジア等

（３）欧米……………米国、メキシコ、チェコ

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（収益認識関係）

　顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりでありま

す。

前第１四半期連結累計期間
（自　2021年４月１日

至　2021年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日

至　2022年６月30日）

 １株当たり四半期純利益金額 28円04銭 37円91銭

（算定上の基礎）

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（百万円）
1,148 1,552

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期

純利益金額（百万円）
1,148 1,552

普通株式の期中平均株式数（千株） 40,946 40,946

(１株当たり情報)

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

２【その他】

2022年５月23日開催の取締役会において、次のとおり剰余金の配当を行うことを決議致しました。

（イ）配当金の総額……………………………………1,474百万円

（ロ）１株当たりの金額………………………………36円00銭

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日………2022年６月22日

（注）　2022年３月31日現在の株主名簿に記載または記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

2022年７月27日

エ レ マ テ ッ ク 株 式 会 社

取　締　役　会 　御　中

ＰｗＣあらた有限責任監査法人

東京事務所

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 木 内　仁 志

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 大 橋　佳 之

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているエレマテック株

式会社の2022年４月１日から2023年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2022年４月１日から2022年

６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2022年４月１日から2022年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、す

なわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計

算書及び注記について四半期レビューを行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、エレマテック株式会社及び連結子会社の2022年６月30日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
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（注）１．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される

年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか

結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において四半期

連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でな

い場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、

四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続で

きなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務諸

表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる

事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査人

の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な

発見事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを

講じている場合はその内容について報告を行う。

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上
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